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担当教員 筒石 奈央
到達目標
(ア)２変数関数の極大値・極小値の意味について理解し、その極値が求められる。また、陰関数について理解し、さらに陰関数の微分ができる
。さらに、条件付き極値が求められる。
(イ)重積分の定義とその意味を理解し、累次積分を用いて重積分の計算ができる。
(ウ)極座標と直交座標の関係を理解し、極座標における重積分の計算ができる。さらに、重積分を用いて曲面で囲まれた部分の体積が求められ
る。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

評価項目(ア)
２変数関数の極大値・極小値、陰
関数の微分、条件付き極値につい
て、その意味を理解し、応用問題
が解ける。

２変数関数の極大値・極小値、陰
関数の微分、条件付き極値につい
て、その意味を理解し、基本的な
問題が解ける。

２変数関数の極大値・極小値、陰
関数の微分、条件付き極値につい
ての基本的な問題が解けない。

評価項目(イ)
重積分の定義とその意味を理解し
、重積分についての応用問題が解
ける。

重積分の定義とその意味を理解し
、重積分についての基本的な問題
が解ける。

重積分についての基本的な問題が
解けない。

評価項目(ウ)
極座標と直交座標の関係を理解し
、極座標における重積分および曲
面で囲まれた部分の体積について
の応用問題が解ける。

極座標と直交座標の関係を理解し
、極座標における重積分および曲
面で囲まれた部分の体積について
の基本的な問題が解ける。

極座標における重積分および曲面
で囲まれた部分の体積についての
基本的な問題が解けない。

学科の到達目標項目との関係
教育方法等

概要
前半で、前期に習得した２変数関数の微分方法を極値の求め方に応用する方法を学習する。また、陰関数の微分や、条
件がある場合の極値の求め型も学ぶ。後半で、２変数関数の積分である「重積分」について学習する。具体的には、基
本的な重積分の計算演習、極座標への変数変換を行った重積分の計算法を学ぶ。その応用として、様々な立体の体積の
計算を学習する。

授業の進め方・方法
注意点
選択必修の種別・旧カリ科目名
授業計画

週 授業内容 週ごとの到達目標

後期

3rdQ

1週 ２変数関数の極値（定理の説明およびそれを用いた極
値の計算法） ２変数関数の極値に関する定理を理解する。

2週 ２変数関数の極値（定理の説明およびそれを用いた極
値の計算法） ２変数関数の極値が求められる。

3週 陰関数の微分（陰関数の説明とその微分の計算法） 陰関数およびその微分法を理解する。
4週 陰関数の微分（陰関数の説明とその微分の計算法） 陰関数の微分ができる。
5週 ２変数関数の条件付き極値（条件付き極値の計算法） ２変数関数の条件付き極値の計算法を理解する。
6週 ２変数関数の条件付き極値（条件付き極値の計算法） ２変数関数の条件付き極値が求められる。
7週 重積分の定義と意味 重積分の定義と意味を理解する。
8週 累次積分と重積分の関係と計算法 累次積分と重積分の関係と計算法を理解する。

4thQ

9週 累次積分と重積分の関係と計算法 重積分が計算できる。
10週 極座標への変換による重積分の計算法 極座標への変換による重積分の計算法を理解する。
11週 極座標への変換による重積分の計算法 極座標への変換による重積分の計算ができる。

12週 重積分を用いた立体の体積の計算法（曲面と曲面に囲
まれた部分の体積） 重積分を用いた立体の体積の計算法を理解する。

13週 重積分を用いた立体の体積の計算法（曲面と曲面に囲
まれた部分の体積） 重積分を用いた立体の体積の計算ができる。

14週 演習 演習の問題が解ける。
15週 演習 演習の問題が解ける。
16週

モデルコアカリキュラムの学習内容と到達目標
分類 分野 学習内容 学習内容の到達目標 到達レベル 授業週
評価割合

中間試験 定期試験 課題 合計
総合評価割合 30 60 10 100
専門的能力 30 60 10 100


